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・社会福祉協議会だより（ふれあい）248号の反省
・社会福祉協議会だより（ふれあい）249号の発行

令和7年
　　2・18（火）

・社会福祉協議会だより（ふれあい）249号の反省
・社会福祉協議会だより（ふれあい）250号の発行

６　内部監査

令和6年
　　6・3（月）

・令和5年度事業報告及び決算

令和6年
　　11・20（水）

・令和6年度上半期執行状況説明及び上半期内部監査

５ 広報調査委員会

令和6年
　　4・18(木)

・社会福祉協議会だより（ふれあい）244号の反省
・社会福祉協議会だより（ふれあい）245号の発行
・広告掲載について

令和6年
　　6・13(木)

・社会福祉協議会だより（ふれあい）245号の反省
・社会福祉協議会だより（ふれあい）246号の発行

令和6年
　　8・22(木)

・社会福祉協議会だより（ふれあい）246号の反省
・社会福祉協議会だより（ふれあい）247号の発行

令和6年
　　10・11(金)

・社会福祉協議会だより（ふれあい）247号の反省
・社会福祉協議会だより（ふれあい）248号の発行

令和6年
　　12・5(木)

令和６年度　　事　業　報　告

会計／経理区分
実　施　日 内　　　　　　　　容

事務事業名

３ 表彰審査会
令和7年
　　3・10(月)

・社会福祉協議会の理事会開催時に、年間10万円以上を寄付された団体・個人の方及び社協役員等として4年以
上在任された方への表彰審査会を実施した。

４ 企画財政委員会
令和7年
　　3・3（月）

(1)令和7年度事業計画及び収支予算（案）について
(2)その他

２ 評議員会

令和6年
　　6・26（水）

(1)令和5年度 社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 事業報告及び決算（案）について
(2)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 社会福祉充実残額について
(3)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 理事の選任について（案）
(4)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 監事の選任について（案）

令和6年
　　9・24（月）
【決議の省略により実施】

(5)就業規程の一部改正について

令和7年
　　3・26(水)

(6)令和6年度 社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 資金収支予算 第1次補正予算(案)について
(7)令和7年度 社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 事業計画及び資金収支予算(案)について
(8)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 定款の一部を改正する定款（案）について

社会福祉事業区分

地域福祉拠点区分

法人運営事業サービス区分（組織運営）

１ 理事会

令和6年
　　6・11(火）

(1)令和5年度 社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 事業報告及び決算（案）について
(2)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 社会福祉充実残額について
(3)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 評議員の推薦（案）について
(4)令和6年度 社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 第1回定時評議員会の招集事項（案）について

令和6年
　　8・13(月)
【決議の省略により実施】

(1)評議員会の招集事項について
議題：就業規程の一部改正について

令和7年
　　3・10(月)

(1)令和6年度 社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 資金収支予算第1次補正予算（案）について
(2)令和7年度 社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 事業計画及び収支予算（案）について
(3)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 定款の一部を改正する定款（案）について
(4)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 経理規程の一部を改正する規程（案）について
(5)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 職員就業規程の一部を改正する規程（案）について
(6)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 職員の給与に関する規程の一部を改正する規程（案）について
(7)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 常勤福祉職員の設置及び雇用に関する就業規程の一部を改正する規
程（案）について
(8)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 たすけあい資金貸付規程に基づく未償還債権の免除承認について
(9)社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 役員賠償責任保険契約について
(10)令和6年度 社会福祉法人 昭島市社会福祉協議会 第3回定時評議員会の招集事項（案）について

報告事項
(1)会長の職務執行状況の報告
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２ 区市町村
   社会福祉協議会
　 事務局長会

令和6年
　　4・25（木）

1-(1)区市町村社協の異動状況
　 (2)関係機関の異動状況
　 (3)東社協の異動状況
　 (4)各種委員の交代について
2-(1)令和5年度共同募金・歳末たすけあい運動の実績について
 　(2)能登半島地震に伴う災害VC運営にかかる応援派遣について
 　(3)地域福祉施策の動向
 　(4)社会福祉協議会基本要項の見直し関する意見集約について
 　(5)特例貸付フォローアップ支援事業に関わる実績報告等の提出依頼について
 　(6)令和6年度　東京都広域公益活動推進協議会について
 　(7)東京都災害福祉広域支援ネットワークについて
 　(8)令和6年度能登半島自身ボランティア募集について
 　(9)東京都災害ボランティアセンターアクションプラン推進会議について
 　(10)災害ボランティアセンターにおけるkintoneの導入について
   (10)その他
　　 　・東京都福祉人材確保対策推進協議会より
　　　 　  (東京都福祉局　企画部　企画課)
　　　 ・全社協地域福祉推進委員会　福祉救援活動資金援助制度への拠金について
　　　 ・東京ゼロエミポイント、「省エネ対策リーフレット」の送付、家庭の省エネハンドブック
　　　 ・犯罪お悩み何でも相談事業
　　　 　  (東京都生活文化スポーツ局　都民安全推進部　共生社会担当課)
3-(1)東京都福祉人材センター研修室 研修のご案内
　 (2)社会福祉大会感謝等への推薦について
　 (3)区市町村社協における令和6年度新規・重点事業等について
4-(1)石川県内灘町社協への応援派遣について　（港区社会福祉協議会）
   (2)ブロックごとの情報交換会

令和6年
　　7・18（木）

1-（1）区市町村社協の異動状況
2-（1）「地域福祉推進に関する提言2024」について
   （2）能登半地震に伴う災害VC運営にかかる応援派遣について
   （3）社会福祉協議会基本要項の見直しに関する意見集約について
　 （4）地域福祉施策の動向について
　 （5）運営適正化委員会　地域福祉権利擁護事業の現地調査の報告
　 （6）東京都地域公益活動推進協議会地域ネットワーク助成事業の報告
　 （7）令和6年度の生活福祉資金貸付け事業の取り組みについて
　 （8）令和6年度能登半島地震ボランティア募集について
　 （9）東京都内社協職員連絡会の活動について
　 （10）その他
　 　　　・令和6年度「フクシを知ろう！なんでもセミナー」の実施について（東京都福祉局）
　　　　 ・居住支援法人の紹介（東京都住宅政策本部）
　　　 　・受託事業に係る消費税の取り扱いについて（稲城市社協）
3-(1)会長・役員・事務局長研究協議会について
　 (2)東京都福祉人材センター研修室　研修のご案内
4-(1)実践報告「第6次調布市地域福祉計画と基本要項の見直しへの対応」（調布市社協）
   (2)ブロックごとの情報交換会

４ 行政機関との
　 連絡調整会議

通　　年
・昭島市自治会連合会常任委員会へ会員増強運動・赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動等への協力を依頼
した。
・関係各課との調整会議を実施した。

法人運営事業サービス区分（研修）

１ 区市町村
　 社会福祉協議会部会

令和6年
　　5・9（木）

1-(1)区市町村社協の異動状況
　 (2)関係機関の異動状況
　 (3)東社協の異動状況
2-(1)令和5年度共同募金・歳末たすけあい運動の実績について
   (2)能登半島地震に伴う災害VC運営にかかる応援派遣について
   (3)令和6年度能登半島自身ボランティア募集について
   (4)東京都災害福祉広域支援ネットワークについて
   (5)特例貸付フォローアップ支援事業について
   (6)地域福祉関連施策の同行について
   (7)社会福祉協議会基本要項の見直しについて
   (8)区市町村社協における令和6年度新規・重点事業等について
3-(1)石川県穴水町災害VCへの応援派遣について　実践報告（豊島区民社会福祉協議会）

令和7年
　　2・6（木）

1-(1)区市町村社協の異動状況
2-(1)令和7～8年度　部会委員会委員および正副部会長の選任について
　 (2)東社協　理事・評議員候補者の推薦について
   (3)地域福祉関連施策等の同行について
   (4)令和7年度　東京都における地域福祉関連予算の概要について
   (5)東社協　令和7年度区市町村社協関連の事業計画（案）について
　 (6)東社協　中期計画策定状況について
　 (7)社会福祉協議会基本要項2025の検討状況について

２ 民協会長協議会 通　　年 ・会長協議会に出席し社会福祉協議会の事業等について協力を依頼した。

３ 全民協・社会
　 福祉協力員会議

通　　年 ・会員増強・赤い羽根・歳末たすけあい運動・地域元気ネットワークについて協力を要請した。

法人運営事業サービス区分（調査研究）

１ 在宅実態調査 通　　年
・市内のひとり暮らし高齢者（70歳以上）の方を把握するため民生・児童委員から聞き取り調査を行った。
　　○ひとり暮らし高齢者　1,08１名(令和7年3月現在)

法人運営事業サービス区分（連絡調整）

１ 自治会連合会 通　　年 ・募金及び会員会費の協力を依頼した。
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法人運営事業サービス区分（財政基盤）

１ 会員増強運動 通　　年

・自主財源である会費収入を確保するため7月1日～31日までの1ヶ月間を会員会費増強月間として、自治会連合
会の協力を得て広く会費を募集した。事業所等についても会費の募集を行った。

・自治会扱分　　1,486,868円

・企業、事業所、団体及び個人　1,049,190 円

２ 寄　付　金 通　　年 ・寄付金　　1,996,904円

２ チラシ・リーフレット 通　　年 ・各事業を広めるためのリーフレット及びチラシを作成、配布した。

３ ホームページの運営 通　　年 ・社会福祉協議会の情報について更新した。

５ 職員研修及び会議 通　　年 ・事務局職員が東社協、全社協等の研修会に参加した。

法人運営事業サービス区分（普及宣伝）

１ 広報の発行 通　　年
・市民の皆様に親しみやすい広報紙を定期的に発行することで、社協諸事業のPRと啓発を図った。
（年6回発行）

３ 北多摩西部ブロック
　 会長及び事務局長会

中　　止 日程調整不調のため中止

４ 北多摩西部
　 ブロック職員会議

通　　年
・ボランティア担当者、地域福祉権利擁護事業業務担当者、総務担当者、貸付業務担当者が職員連絡会役員会等
に出席した。

２ 区市町村
   社会福祉協議会
　 事務局長会

令和6年
　　　10・24（木）

1-（1）区市町村社協の異動状況
2-（1）地域福祉施策の動向について
　　　・「社会福祉協議会基本要項2025」（第2次案）の検討状況
　　　・重層的支援体制整備　都内実施地区における社協の取り組み概要
   （2）区市町村における社会福祉法人のネットワーク化と地域公益活動調査結果概要報告
　 （3）緊急小口資金等特例貸付の借受人へのフォローアップ支援事業について
　 （4）地域公益活動推進協議会からのお知らせ
　 （5）民生委員調査書等の見直しにかかる生活福祉資金貸付制度の今後の運用について
　 （6）緊急小口資金貸付等特例貸付の借受人へのフォローアップ支援事業実施要綱の改正について
　 （7）能登半島自身被災者支援ボランティア活動について
　 （8）令和7年度都内区市町村社協職員派遣交流事業の実施について
 　（9）その他
　　　　 ・令和7年度地域福祉権利擁護事業委託費について
　　　　 ・「居住支援法人」広報資料について（東京都住宅政策本部）
　　　　 ・「東京ゼロエミポイント」のご案内（東京都環境局気候変動対策部）
　　　　 ・「福祉人材集中PR月間」について（東京都福祉局　福祉人材・サービス基盤担当）
3-（1）東京都福祉人材センター研修室　研修のご案内
4-（1）実践報告『(仮)区市町村社協職員派遣交流事業の実践について』（品川区社協・北区社協）
　 （2）ブロックごとの情報交換会

令和7年
　　　1・30（木）

1-（1）区市町村社協の異動状況
2-（1）地域福祉施策等の動向について
　 （2）東社協　令和7年度区市町村社協関連の事業計画（案）について
　 （3）東社協　中期計画策定状況について
　 （4）令和6年度東京都における共同募金運動に関する意見書（案）について
　 （5）民生委員・児童委員の一斉改選について
　 （6）令和7年度地域密着面接会について
　 （7）登録講師派遣事業及び研修ニーズ調査結果について
　 （8）その他
　　　 ・令和7年度地域福祉権利擁護事業委託費について
　　　 ・令和7年度新任研修の開催時期及び費用の改定について
3-（1）実践報告『安心して過ごすための老い支度の支援』（府中市社協）
 　（2）ブロックごとの情報交換会
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ふれあい支援事業サービス区分（地域福祉コーディネーター）

１ 地域福祉
 　コーディネーター

通　　年

【1　食の支援】
・「収入はあるがやりくりがうまくできない」「食費より遊興費を優先してしまう」など、金銭管理や生活全般の支援が
必要な方の事例があった。食料提供を継続しながら本人との関係構築を行い、自立に向けた具体的な支援の体制
整備を行っている。
・子ども家庭庁『ひとり親家庭等の子どもの食事等支援事業』の助成金を活用し、18歳以下のこどもがいる家庭を
対象に食品の配布会を4カ所で実施した。これまで社協と繋がりの薄かった年齢層や地域との関わりが生まれ、地
域食堂の立ち上げにつながった例もあった。

【2　個別支援】
〇「不登校の子（通信制高校）について」の支援
　→児童支援案内（教育・発達総合相談）、サロン　との連携、活用
〇「同居する息子との関係について」の支援
　→地域包括支援センター、サロン、シルバーゆうゆう事業（市事業）　との連携、活用
〇「義母のサロン参加について」の支援
　→高齢者向けサロン、健康麻雀サロン　のとの連携、活用
〇「娘の介護や手続き、これからのことについて」の支援
　→昭島市障害者相談支援センター、立川社協、福祉法律相談　との連携、活用
〇「引きこもりの方を対象にしたお話会へ参加したい」の支援
　→引きこもりの方が参加できるサロン　との連携、活用
〇「同居する引きこもりの娘(30歳)について」の支援
　→生きづらさを抱えた方対象のサロン、市保健師　との連携、活用

【3　ヤングケアラー支援】
昨年に続き、子ども家庭支援センター、保健師、社協が協力し、ヤングケアラーが昭島にもいるということを知って
もらうための講座を開催。講座受講生のうちの有志により、地域での活動・活躍についての協議を毎月実施してい
る。

【4　サロン活動】
登録団体が133か所になった。サロン運営者向けの交流会を、市内4か所で開催。

【5　子どもの学習・生活支援事業】
日曜学習会は、のべ325人の子どもが参加した。他の学習サロンでも100人を超える参加がある。
授業についていけない子どもへの個別指導を行い学力向上に力を注いでおり、希望の高校に合格したという報告
も複数ある。
学習前後に食事を提供し、子ども食堂も兼ねた居場所としての役割を果たしているサロンもある。

【6　認知症月間】
認知症月間では、3回目となる「くじらの学校」を市内の関係機関（地域包括支援センターや行政、介護事業所等）と
一緒に実施。社協実施企画の認知症市民ひろばでは、合同認知症カフェと介護者による演奏、歌を楽しみ参加者
全員で盛り上げた。

【7　こども人材センター】
こども人材センターは、青少年フェスティバルで「ガイドヘルパー体験教室」のブースを設け、福祉体験を実施した。

【8　事例検討付学習会】
目白大学の福島先生と事例検討付学習会を毎月実施し、意見指導を頂き、コーディネーターの心のケアもしてい
る。

・個別地域ケア会議　36事例
・地域連絡会　6回
・地域ケア推進会議　1回
・介護者の会　12回
・男性介護者の会　12回
・グリーフと向き合う会　12回
・家族介護を考えるつどい　5回
・サロン推進委員会　4回
・サロン立ち上げ支援 28回
・サロン運営支援　75回
・訪問　21回

・サロン参加者支援　37回
・サロン交流会　4回
・認知症支援連絡協議会関連　47回
・認知症市民ひろば　1回
・協議体関連　31回
・資源の把握と課題取り組み　101回
・地域福祉ネットワーク幹事会　17回
・後見センター会議　12回

・生活困窮者支援等
　　　地域づくり委員会　2回
・生活困窮者支援調整会議　12回
　定例会2回
・子ども人材ｾﾝﾀｰ話し合い　18回
・民生委員児童委員
　　　（説明会・相談等　）12回
・事例検討付学習会　12回
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２ サロン団体
　 登録・支援

通　　年
・昭島ふれあいほっとサロンに登録した団体を支援した。
　　登録団体合計　128団体（内　新規登録団体　19団体）

３ 助成金 通　　年

・サロンの活動に助成金を交付し、支援した。
　　○サロン立ち上げ費助成　　　　19団体　　190,000円　　　（10,000円×19団体）
　　〇サロン運営費助成　　　　　　122団体　1,200,000円　　　（10,000円×118団体、5,000×4団体）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※通年の運営の場合には　10,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 半期の運営の場合には　　5,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　合計　1,390,000円

地域福祉事業サービス区分（昭島ふれあいほっとサロン）

１ 昭島ふれあいほっと
   サロン推進委員会

令和6年
　　6・20（木）

（1）委員長、副委員長選出
（2）令和5年度の実績報告・新規サロンについて・新規サロン紹介
（3）委員より近況報告

令和6年
　　10・3（木）

（1）新規サロンについて
（2）サロン運営者向け勉強会について
（3）委員より近況報告

令和6年
　　12・19（木）

（1）新規サロンについて
（2）サロンはじめてみませんか？講座と運営者向け勉強会について
（3）委員より近況報告

令和7年
　　3・6（木）

(1)新規サロンについて
(2)サロン交流会について・サロン運営者向け勉強会・サロンを始めてみませんか講座について
(3)委員より近況報告

ふれあい支援事業サービス区分（生活支援コーディネーター）

１ 生活支援
　 コーディネーター

通　　年

地域課題について話し合う協議体(拝島団地・田中町住宅)では引き続き、定例会を行い、話し合いを続けている。
拝島団地4号棟の協議体については継続困難となり閉鎖となったが、1号棟が独立し協議体が立ち上がった。半年
に一度定例会で情報共有を行っている。支援の流れとして、まずは生活支援コーディネーターに連絡をもらい、
コーディネーターから棟の会長にゴミ出し困難者が困っていることを伝える。そのうえで、棟として支援が可能か相
談し、困難な場合は1号棟でゴミ出しを支援する。７号棟では、コーディネーターからの相談によって、介護の「介」
の字をゴミ袋に描いてゴミ収集所の前に出しておけば役員が収集所にしまってくれる仕組みになった。棟ごとに呼
びかけ、仕組み作りを行った。

田中町住宅では、防災を視野に入れた日常の見守りを行っていくこととなった。話し合いを行う中で、現在の「田中
町住宅をもっと住みよくする会」のメンバーは5名ということもあり、自治会の協力が必須との結論に至った。自治会
役員に対し、この会について丁寧に説明を行った結果、協力体制を取っていただけることになったことが大きな前
進である。この会の周知のためのチラシ作りを行い、今後は全棟に向けてアンケート調査を実施するとともに、会の
メンバーに見守りを行うための基礎知識を身に着けてもらうため、認知症サポーター養成講座や傾聴の講座を受
講する予定も立っている。

資源開発に関しては、南部地域にサロンなどの居場所が少ないため、民生委員、地域密着型デイサービス、地域
包括支援センター、市役所に呼びかけ、体操のサロンを立ち上げた。現在常時30名を超える人気のサロンとなって
いる。
夏祭りや文化祭、餅つき大会など、地域の催し物にも出席した。生活支援コーディネーターを周知し、住民の方との
関係構築に努めた。

また、子ども家庭庁の補助金を活用し「食の配布会＆なんでも相談会」を行った。つながりの少ない地域や、より強
くつながっていきたい地域を実施場所として検討し、田中町住宅、拝島団地、中神第3都営、福島自治会館の4ヵ所
で実施した。各地域で社会資源の紹介や社会福祉協議会の周知等を行い、住民の困りごとやニーズを聞くことが
できた。その後、コーディネーターと各自治会が一緒に振り返りを行い、配布会で寄せられた地域のニーズについ
て話し合った。その結果、中神第3都営では母子家庭及び独居高齢者の世帯が多いことから、孤立・孤食防止、交
流の場の創出等を目的として、新たに住民有志による地域食堂が立ち上がった。立ち上げにあたり、市内の子ども
食堂への見学の引率や補助金制度の紹介など支援を行った。

地域課題への取り組みについては昨年度より引き続き、東部地域で多世代交流プロジェクトとしてむかし遊び等を
実施した。継続して活動を行うことで、地域の子どもと高齢者が顔見知りになるなど、地域のつながりが生まれてい
る。他地域にも異世代交流に関心のある住民がおり、声をかけて東中神多世代交流プロジェクトのイベントを見に
来てもらうなど、新たな活動の創出に向けて働きかけている。

昨年度より認知症の方の活躍の場作りの取り組みを始め、社会福祉法人ネットワーク会員に対して各事業所で認
知症の方ができる作業があるか等のアンケートを実施し、13の事業所から回答が得られた。今年度は回答のあっ
た事業所を訪問し、聞き取り調査を行った。その結果、保育園では園児の見守り、障害者施設では食器洗い等の
活動が出来るのではないかと前向きな回答をいただいた。今後、活動の実現に向けて検討を重ねていく。

・生活支援体制整備協議　12回
・個別地域ケア会議　20回
・地域連絡会　8回
・地域ケア幹事会　0回
・地域ケア推進会議　1回
・5課情報交換会　2回
・あきしま会議　0回
・介護者の会　12回
・男性介護者の会　12回
・グリーフと向き合う会　12回
・家族介護を考えるつどい　1回

・サロン推進委員会　4回
・サロン立ち上げ支援/相談回数　32回
・サロン運営支援　170回
・サロン訪問　43回
・サロン参加者支援　56回
・認知症支援連絡協議会関連　12回
・認知症市民ひろば　1回

・協議体関連　22回
・資源の把握と課題取り組み　120回
・地域福祉ネットワーク幹事会　11回
・後見センター会議　12回
・生活困窮者支援等
　　地域づくり委員会　2回
・子ども人材ｾﾝﾀｰ話し合い　1回
・民生委員児童委員
　　（説明会・相談等）　20回
・事例検討付学習会　12回
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２ 協力員説明会
令和5年10月より
月１回開催

・参加人数　20名

３ 協力員交流会 ・実施なし

162 139 165 162 158 2287

41 403

サービス別件数　合計 236 229 216 187 182 199 252

42 54 11 30 26 40その他援助　合計 28 40 51 21 19

2 1 0 0 0 21

10 131

その他 0 8 8 0 2 0 0

16 21 4 9 9 15安全確保（家族不在時） 12 14 14 5 2

5 20 17 25 31 251

10 126

話相手 16 18 29 16 15 26 33

9 10 15 11 13 4外出同行　合計 9 9 19 12 5

6 3 2 4 2 33

0 0

　その他外出同行 2 0 9 1 1 2 1

0 0 0 0 0 0
　散　　歩
（車椅子有）

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 10

0 0

　散　　歩
（車椅子無）

0 8 1 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0
　買　　物
（車椅子有）

0 0 0 0 0

1 0 2 1 2 14

0 14

　買　　物
（車椅子無）

0 1 3 2 1 1 0

1 1 1 2 1 1
　通　　院
（車椅子有）

2 0 1 4 0

7 6 8 2 6 59

107 1758

　通　　院
（車椅子無）

5 0 5 5 3 4 8

148 188 136 98 126 118家事援助　合計 199 180 146 154 158

112

1 14

　その他の家事援助 8 8 7 10 10 7 23

2 3 1 0 0 0　草むしり 0 0 3 3 1

9 12 11 3 5 14　洗　　濯 18 12 13 10 9

7 6 5 4 17

68 1258

　調　　理 20 20 15 11 11 12 10

109 128 94 79 102 85

5 3 5 4 5 98

10 126

　買　　物 22 6 11 3 13 9 12

2月 3月 計

　掃　　除 131 134 97 117 114

8月 9月 10月 11月 12月 1月

21 20 20 21 265

項　目 4月 5月 6月 7月

18 7 9 11 6 150

602

　活動延日数 22 23 21 26 26 19 25 21

55 54 47 45 45 42

7.8 8.3 101.7

　利用者実数 55 57 55 48 47 52

7.9 8.2 11.5 8.4 9.5 10.5

200.0 210.5 172.5 174.5 2640.5

　一人平均活動時間 9.5 9.8 8.5 9.3

2045

　協力員延活動時間 266.5 255 212.5 233.0 197.5 212.5 287.0 219.0

213 161 136 152 130 214163

25 26 25 26 21 20

12月 1月 2月 3月 計

　協力員実数 28 26 25 25

6月 7月 8月 9月 10月 11月

地域福祉事業サービス区分（ひとり親家庭福祉）

１ ひとり親世帯交流会
令和6年
　　12・14（土）
　　14：00-16：00

・ひとり親世帯同士の交流等を目的にミニクリスマス会（パネルシアターや笑いヨガを実施）を開催した。また、イベ
ントにお茶会を取り入れることにより当事者同士で情報交換などを行える機会を提供できた。
参加者：当事者5組（12名）、ボランティア11名　合計23名

地域福祉事業サービス区分（在宅福祉）

１ くじらほっとサービス
  事業

・市民相互の助け合いにより、福祉サービスを必要とする高齢者・障害者・ひとり親家庭等に有料で日常生活の支援をした。

項　目 4月 5月

２ 身体障害者交流会
令和6年
　　11・15日（金）
　　 7：45-17：15

・日帰りバスツアーで交流会を開催した。群馬サファリパークとこんにゃくパークなど一緒の時間を過ごすことで、参
加者同士の交流を深められる機会を提供できた。
参加者：当事者21名、付添人17名　合計38名

３ 広報CD録音/点字 通　　年
・昭島音訳会 の協力により、広報「ふれあい」をCDに録音して視覚障害者の方に配布した。
・点訳サークル「わ」の協力により広報「ふれあい」を点字で配布した。

３ 車椅子
　 無料貸出事業

通　　年 ・在宅の高齢者等に日常生活の利便を図るため、6ヶ月間を期限として車椅子248件貸出しを行った。

地域福祉事業サービス区分（障害者福祉）

１ 知的発達
　 障害者交流会

令和6年
　　10・27（日）
　　10：00-12：00

・前年度に実施した交流会を踏襲し、身体を動かすレクリエーション交流会を行った。今年度は、支援者（家族含
む）も参加できる競技種目として、みんなで音楽に合わせて一体感を感じるレクダンス（大きな輪小さな輪）を取り入
れることでさらに交流を深めることができた。
参加者：当事者5名、保護者3名、ボランティア3名　合計11名

22 21 290

　協力員延活動人数 209 189 163 172 143

地域福祉事業サービス区分（高齢者福祉）

１ 地域元気
   ネットワーク事業

令和6年
　　11月から

・在宅でひとり暮らしの高齢者の方（70歳以上）にお米券を配布し、安否の確認や情報収集を行った。
　　○ひとり暮らし高齢者　1,08１名(令和7年3月現在)

２ 出張理髪サービス 通　　年

・在宅で寝たきりの高齢者の方に対して、保健衛生向上と経済的負担の軽減を図るため、年4回を限度として、出
張理髪サービスを実施した。
　　〇理髪実施件数　 20件・利用者人数17名（内新規2名）
　　　　 　 【令和5年度　  35件・利用者人数18名（内新規4名）】

地域福祉事業サービス区分（地域福祉）

１ あきしま福祉まつり
令和6年
　　9・16（月・祝）

・敬老大会・いきいき健康フェスティバルに参加した。社協はボッチャ体験ブースを出店。福祉作業所物品販売  ・お
もちゃ病院  ・バックアップ隊等が参加した。

２ あきしま社協
   ☆こどもまつり

令和6年
　　9・29（土）

こどもたちがボランティア活動を体験する機会の提供や、福祉に触れるきっかけづくりを目的に実施。
高齢者疑似体験や車いす体験、手話体験などの福祉体験および工作や昔遊び等を通したボランティア団体との交
流を行った。
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認知症市民ひろば

会場：あいぽっく3階健康教育講座室・運動室・調理実習室
日時：11月30日(土)　13：30～16:00　　　参加者85名
内容：オレンジコンサートと合同認知症カフェ

ケーナ、脳トレ、フルート、朗読、ハーモニカ、アコーディオン、ギター＆コーラス、
介護者の会有志(オカリナ)

認知症カフェ：さくらカフェ、オレンジドアあきしまが出店。ワークショップも実施。

コンサートで音楽を楽しんだあとに、カフェで喉を潤しながらおしゃべりをして帰った。
ワークショップではフエルトを使った門松づくりを行い、その後お茶を楽しんだ。
オレンジコンサートが周知され、毎年参加している方も増えてきた。

グリーフと向きあう会
4/16（7名）、5/21（7名）、6/18（6名）、7/16(4名)、8/2（4名）、9/17（7名）、10/15(4名)、11/19(6名)、12/17(5名)、
1/21（7名）、2/18（9名）、3/18(6名)　　合計72名

介護者の会・男性介護者の
会合同

10/4　馴染みの料理豚肉の生姜焼きと健康に良い食材おくらと長芋のすり流しの調理実習。
11名参加（うち男性7名）

12/6　そば打ち体験会　指導：昭島そば打ち愛好会　10名参加（うち男性7名）

地域福祉事業サービス区分（家族介護者リフレッシュ事業）

２ 介護者のつどい　他

毎月開催。他に「男性介護者学習会・交流会」「介護者の会」「グリーフと向き合う会」を合同で行った。
調理実習やそば打ち体験では、皆で調理することもそうだが、一緒に食事をすることで食事の楽しさを味合うきっか
けとなる。自分のためだけに料理をしている方もこの調理実習を楽しみにしている。普段の会では話せないことも
口にすることができ、いつもと違う一面も見えてより一層親しみがもてる時間となる。

新しく参加の方は、「介護者の会」3名。「男性介護者学習会・勉強会」1名。「グリーフと向きあう会」3名。
この会を通じて交流ができ、新しく参加してきた方を皆でやさしく包み込み、自分事としてとらえ、経験を伝えること
ができている。また同じ経験をした者同士でしか伝わらないことも共有できる場となっている。

東京都社会福祉協議会が主催する「家族介護を考えるつどい」には今年度も「グリーフと向きあう会」に参加してい
る方が、分科会で発表をし、自分の体験談を話した。会場開催だったため、同じ会に参加しているかた２名も応援
にかけつけた。全国から集まった方々で会場が埋め尽くされており、昭島からの発表者の話をきき、涙する方もい
た。

介護者の会
4/9（5名）、5/14(4名）、6/11（3名）、7/9(5名)、8/13(4名)、9/10(5名）、10/8（5名）、11/12(7名)、12/10(4名)、
1/14(6名)、2/4（2名）、3/11(8名)　　合計58名

男性介護者学習会･交流会
4/5(4名)、5/10(6名)、6/8（7名）、7/5（7名）、8/2（5名）、9/6(5名)、10/4(11名）、11/1(5名)、12/6(10名)、
1/10(7名)、2/7（6名）、3/7（8名）　　合計81名

3

住宅 4

家族 2

合　    計 23

老人福祉 1

苦情 3

そ の 他 1

財産 1

母子保健・児童福祉 1

地域福祉事業サービス区分（心配ごと相談所）

１ 心配ごと相談所
　 運営事業

通　　年

・民生・児童委員に、市民が悩みを相談できる相談所を開設した。
　毎週水曜日　あいぽっく内 　14時～16時　　○利用者数　9名

　　　　　　　　　　　【相談内容】

相　談　事　項 件数

生計

精神衛生 1

人権・法律 2

健康・衛生 1

医療 3
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５ 学校教育
   支援プログラム

通　　年

学校の福祉教育支援を行った。今年度は全て対面で行った。また、貸出し用備品を活用し、学校側で対応すること
も引き続き多くあった。　小学校は10校、中学校は2校で実施した。
体験：10件
内容：手話の体験、身体障害の講演（車椅子生活）、視覚障害の講演（盲導犬）、視覚障害講演・体験（中途視覚障
害）・点字体験、
貸出：9件　（車椅子・アイマスク・白杖・高齢者疑似体験セット・ボッチャ・点字）
合計19件

６ ボランティア保険 通　　年

ボランティア保険、行事保険の加入受付業務を行った。ボランティア保険の加入者数は、昨年度と比べるとAプラン
は、ほぼ変わらない件数だが、能登半島地震により天災プランは倍以上の件数となった。行事保険の加入数は、コ
ロナ禍により減少していたが、昨年度より倍近くの件数となった。
○加入状況
●ボランティア保険　合計1,668名
　　Ａプラン　　 1,521名　　   Ｂプラン　     57名　　 Ｃプラン　  　  39名
　　天災Ａプラン  34名　　   天災Ｂプラン　5名　    天災Ｃプラン　12名
●行事保険　2,327件

令和6年5月～
第28回中級手話講習会
○全30回
　 受講者17名　　・修了証授与12名　（修了証授与資格25回以上の参加）

４ 助成金

通　　年

ボランティアグループ　事業支援助成金（立ち上げ支援）
設立5年以内の登録ボランティア団体が行なう自主的・主体的で公益的な事業を支援するための助成金。
今年度の助成金申請は0団体。新たに5団体の登録があったが、助成金を利用しなくても活動できる団体だったこと
が要因として考えられる。

通　　年
ボランティアグループ　講師謝礼助成金
市民が行なう自主的・主体的で公益的な事業の講習会に伴う講師謝礼を支援するための助成金。
昨年度も団体の申請がなく、今年度も講師謝礼申請は0団体だった。

令和7年
　　3・1（金）

(1)事業報告（11月～1月）
(2)事業予定（3月～5月）
(3)令和7年度ボランティア・市民活動フェスティバルについて
(4)令和7年度年間予定
(5)令和6年度ボランティア・市民活動フェスティバル報告

２ ボランティア情報発信 通　　年

ボランティア情報誌ありがとう　広報ふれあいの4面を活用して、ボランティアに関わる情報や様々な活動の紹介、
市民の投稿など記事を掲載し隔月発行する。
情報発信　Twitter・Facebookを利用して、ボランティア情報を発信した。
　　　　　　　ＬＩＮＥ＠を活用して、ボランティア募集情報を発信した。
　　　　　　　Twitter6回　 Facebook3回更新　ＬＩＮＥ＠9回更新

３ 手話講習会

　
令和6年4月～

第47回初級手話講習会
○全30回
　 　　受講者28名 　・修了証授与9名　（修了証授与資格25回以上の参加）

ボランティア活動推進事業サービス区分

１ ボランティアセンター
　運営委員会

令和6年
　　6・7（金）

(1)令和6年度　事業計画
(2)事業報告(2月～4月)について
(3)事業予定（6月～8月）について
(4)令和5年度　登録団体活動実績報告書
　　令和6年度登録更新団体一覧
(5)ボランティア・市民活動フェスティバルについて

令和6年
　　9・6（金）

(1)事業報告（5月～7 月）について
(2)事業予定（9月～11月）について
(3)予定している講座について

令和6年
　　12・6（金）

(1)事業報告（8月～10月）について
(2)事業予定（12月～2月）について
(3)令和6年度ボランティア・市民活動フェスティバルについて

地域福祉事業サービス区分（その他の事業）

１ 法外援護 通　　年 ・援助を求める生活困窮者に交通費の援助を行った。　　○利用件数　0件
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13.多文化交流会
令和7年
　　3・28(金）13：30-15：30

市内在住の外国人は増加傾向にあり、国籍も多様化している。交流会を行うことで、日本の文化に触れる機会や、
お互いの文化の違いを理解し、より良い国際交流ができ、お互いのことを深く知るきっかけ作りとするため、日本の
昔遊び（ブンブンゴマ、風車作り等）を楽しんだ後、ボランティア団体に茶道のお点前を披露してもらい、和菓子と抹
茶を食べながら、楽しい一時を過ごした。参加者：外国人6人、日本人ボランティア5名、ボランティア団体関係者5名

14 登録団体支援 通　年

ボランティア登録団体の活動支援を下記の通り行った。
①ボランティア活動室の貸し出し
　非接触式体温検知器、消毒機器を準備した。
②録音室の貸し出し
③コピー
④機材等貸出　マイク　　プロジェクター　パソコン　他機材　車椅子（学校・団体等）

11 昭島市NPO法人
　　 連絡会

令和6年
　　6・20（木）　9・19（木）
　　12・19（木）
令和7年
　　3・27（木）

昭島市を主に活動範囲とするＮＰＯ法人とＮＰＯ法人を目指す有志のネットワーク作り、会員相互の情報交換、勉
強会を通し、生き生きとした市民社会の実現を目指すことを目的として開催した。ボランティアセンターは事務局とし
て協力している。
今年は、ボランティア・市民活動フェスティバルにＮＰＯ法人連絡会として相談ブースに参加した。（令和7年2月22
日）
また、「ＮＰＯ法人連絡会イベント」知ることで守れる命がある～一緒に体験しませんか～と題し、生き生きとした社
会の実現を目指し、「防災・減災・災害後」にＮＰＯ法人に何ができるかを考えるイベントを開催した。参加者：市民
53名

12 ヤングケアラー
　　支援講座

令和6年
　　12・9(月）14：00-16：00
　　12・16(月）14：00-16：00
　　1・20(月）14：00-16：00

ヤングケアラーの支援は、行政の保健師が様々な相談対応のケースで、子どもが家庭の問題を抱え、誰にもＳＯＳ
が出せない現状があることが見えてきた。そのような子どもに手を差し伸べたいという思いはあるが、現状の資源
では対応できない場面があり、ヤングケアラーの把握と支援は、学校、地域、介護関係者等の連携も必要である。
参加者に、当事者が地域でどのようなサポートを必要としているのか一緒に考えてもらうため、3回の連続講座を開
催した。

１回目：「ヤングケアラーを知っていますか」をテーマとした講演　講師：NPO法人介護者サポートネットワークセン
ター・アラジン　牧野史子氏、ワークショップ、質疑応答、参加者23名。

２回目：昭島の現状　話題提供：①昭島市社会福祉協議会地域福祉課地域支援係②昭島市保健福祉部健康課地
域保健係③昭島市子ども家庭部子ども家庭センター子ども家庭支援係④昭島市子ども家庭部子ども家庭センター
統括支援係、各職員より話、グループワーク、質疑応答、参加者23名。

３回目：元ヤングケアラーの方のお話とグループワーク　講師：元ヤングケアラー３名、グループワーク、質疑応答、
参加者22名。
この講座は、昭島市子ども家庭センター、昭島市保健福祉部健康課地域保健係と共催で企画運営した。昨年度よ
り講座修了後の受講者の集いを毎月1回開催している（令和6年4・15、5・20、6・17、7・22、8・19、9・30、10・21、11・
18、令和7年2・3、3・17）。

９ 手話体験＆交流会

令和7年
　　3・19(水)14：00-16：00
　　3・26(水)14：00-16：00

聴覚障害の理解を深め、またボランティアの裾野を広げるため、初級及び中級手話講習会を開催しているが、1
コース全30～40回のため、ハードルが高く参加に迷う方がいる。さらに、参加しても途中で辞めてしまう方も多い。
そのため、気軽に参加・体験し、手話に対する理解を深めることを目的に、講座を開催した。参加者：17名。

10 ボランティア・市民活動
      フェスティバル

令和7年
　　2・22（土）

地域で活躍するボランティアや市民活動団体とセンターが連携し、ボランティアや市民活動に関心はあるけれどま
だ参加していない市民に、市内で参加できる様々な活動について知っていただき、地域の課題を理解し活動に参
加できるよう働きかけることを目的に開催する。また、団体同士の横の繋がりや情報共有する場の提供をする。

７ 夏休み体験
　 ボランティア

令和6年
　　8月

夏休み体験ボランティアに参加することによって、地域の中で今まで見逃していた事柄や人々に気付き、共に生き
る者として、より良いまちづくりのため主体的に参加する意義を学ぶ。また、活動を通して今の自分をきちんと理解
し、更に自分自身を高めていくためのひとつの契機とする。
今年度は小学校5年生以上を対象とし、説明会は行わず、社協ホームページから説明会資料をダウンロードして、
参加者が窓口で申込みをする方法で開催した。
ボランティア受け入れ施設・団体はアンケートで受け入れができると回答した施設のみとし、令和6年度は、43施設
団体がボランティアの受け入れが可能となった。参加者数：延べ243名

８ 点訳ボランティア
　　養成講座

令和7年
　　2・12（水）10：00-12：00
　　2・19（水）10：00-12：00
　　2・26（水）10：00-12：00
　　3・5（水）10：00-12：00

点字を使用する視覚障害者にとって点字は、生活の質を高める大事な情報源である。基本的な点訳技術を取得す
るとともに、視覚障害者への理解を深め、地域で活動する点訳ボランティアを養成することで、地域に潜在している
人材発掘にもつながる。
既存の点訳ボランティア団体は、社協の広報等を点訳し、視覚障害者の方への情報保障ができるようボランティア
活動を行っている。その活動の担い手を養成するため、今年度は、点字器を使い点字の歴史、基本的な仮名遣い
等の実技指導を行う講座を開講した。参加者：10名
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460 458 7538

２ 成年後見制度
　 活用推進事業

通　　年

・成年後見制度を市民や市内事業者の方に知っていただくために講座の開催、また関係機関との情報交換会、交
流会などを行った。
・成年後見制度に関わる相談や東京家庭裁判所の申立手続き支援等を行った。
・法人後見で1件受任継続し支援を行った。

704 622 604 627 545 619　　　相 談 合 計 685 696 743 775

10月

125

継続相談件数 665 687 730 769 690 611 595 614

9 13 12 10 3 5

0 0 0

新規相談件数 20 9 13 6 14 11

0 0 0 0 0

認知症高齢者 精神障害者 　知的障害者 その他 合　計

教育支援資金 教育支援費 1 200,000 円

教育支援資金 就学支援費 1 1,170,000 円

相
談

問い合わせ件数 0 0 0 0

533 609 457 453 7413

【相談概要】

4月 5月 6月 7月 8月 9月

２ 日曜学習会 通　　年
・生活困窮者世帯等の子どもに対し、学習支援及び子どもの居場所づくりを目的としている。
　延参加者人数：325名　　延ボランティア数：150名　支援員：2名

福祉サービス総合支援事業サービス区分

１ 地域福祉
　 権利擁護事業

通　　年

・地域福祉権利擁護事業は、判断能力が十分でない知的障害者、精神障害者、認知症高齢者等の自己決定の支
援を基本に据えた事業である。福祉サービスの利用や日常的な金銭管理、重要書類の預かり支援をすることに
よって、利用者ができる限り自立し、地域で自分らしい生活を送れるよう支援していくことを目的としている。

【契約者数】

合         計 8 1,808,000 円

市区町村受託事業サービス区分

１ 食事サービス 通　　年
ひとり暮らしで炊事が困難な高齢者に弁当を届けることによって、安否の確認及び健康維持を目的に実施した。
　○延利用食数及び延利用者数　 13,694食　　1,159名（内新規59名）
　　　　　　　　　　 【令和5年度    12,458食　　1,138名（内新規31名）】

11月 12月 1月 2月 3月 合計

契約件数 31件 22件 15件 7件 75件

対　象

５ 聴覚障害者協会 令和6年8月 ・昭島市聴覚障害者協会に活動費の一部として助成金を交付した。

生活福祉資金貸付事務受託事業サービス区分

１ 生活福祉資金貸付 通　　年

・東京都社会福祉協議会から事業を受託し、民生・児童委員の協力を得ながら、低所得世帯、障害者世帯、高齢
者世帯に資金を貸付することによって、経済的自立と生活の安定を図ることを目的に貸付した。

（　単位：円　）

資金種類 件数

３ 保育園 令和6年8月 ・私立保育園に行事費の一部として、助成金を交付した。（22園）

４ 身体障害者福祉協会 令和6年8月 ・昭島市身体障害者福祉協会に活動費の一部として助成金を交付した。

助成事業サービス区分

１ 老人クラブ連合会 令和6年8月 ・昭島市老人クラブ連合会に活動費の一部として助成金を交付した。

２ 民生・児童委員協議会 令和6年8月 ・昭島市民生・児童委員協議会に活動費の一部として助成金を交付した。

福祉資金　福祉費 3 178,000 円

緊急小口資金 3 260,000 円

金　　　　額
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【法律相談の開催】

　

（毎月第1・3金曜日の午後1時30分から3組）

議題　３. 身寄り問題について活動報告

議題　４. 「地域福祉・後見支援センターあきしま」実施体制の変更について

議題　１. 令和６年度事業報告（４月～１１月）

議題　２. 市民後見人養成講座の報告と今後の流れ

議題　３. 身寄り問題に対する取り組み報告

第2回　令和7年3月21日（金）

議題　１. 令和６年度事業報告（１２月～２月）

議題　２. 市民後見人の活躍支援について

4 32

相談枠稼働率44.4％

【地域福祉・後見支援センターあきしま運営委員会】

委員の構成は、
　 (1)学識経験者、(2)弁護士、(3)司法書士、(4)社会福祉士、（5）医師、(6)民生・児童委員、(7)昭島市保健福祉部福祉総務課長　以上7名

第1回　令和6年12月9日（月）

3 3 3 3 3 3

３ あんしん生活
　 創造事業

【権利擁護基礎講座の開催】

①令和6年8月23日　市民向け権利擁護基礎講座　　「紙芝居でわかる成年後見制度」　　12名参加
　　　　　　　　　　　　東京司法書士会三多摩支会所属の司法書士の皆様にお越しいただき、
　　　　　　　　　　　　成年後見制度の基礎を紙芝居形式で分かりやすくお話ししていただいた。

【出張説明会】

2 3 合計

相談件数 2 3 3 2 0

8 9 10 11 12 1月 4 5 6 7

144 197 193 185 2574

成年後見制度のことや福祉サービスの利用について、専門職(弁護士・司法書士・社会福祉士）の相談員が対応した。

合計

相談・問合せ対応 293 282 310 266 192 168 179 165
10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

①令和6年9月6日　市内の障害相談支援事業所主催　相談支援専門員を対象とした学習会にて
                            「成年後見制度の基礎と最近の動き」　講義　　　18名参加

②令和6年9月12日　生活クラブ運動グループ昭島地域協議会（生活協同組合を母体とした運動グループ）主催
　　　　　　　　　　　　「身寄り問題」　講義　　　8名参加

③令和6年11月9日　市内介護保険事業所主催　市民のつどいにて　　　　「身寄り問題」　講義　　　24名参加

④令和7年1月27日　よつばちゃんの会（ダウン症の子どもを持つ親の会）主催　学習会にて地権・後見の説明　　15名参加

⑤令和7年2月17日　市生活保護係主催　ケースワーカー対象の学習会にて　地権・後見の説明　24名参加

【身寄り問題に関する取り組み】

単身高齢者等が人生の最終段階で、頼れる親族がいないことから生じる様々な困難や弊害を「身寄り問題」と呼び、近年大きな社会問題
となっている。当センターでも身寄り問題の相談は急増しており見過ごせない課題となってきた。令和6年度は、市民に「身寄り問題」につ
いて広報する機会を設けた。

①令和6年5月30日　「おひとり様交流会」　　　　　　23名参加
                            一回目の集まり（3/26）の時に、入院時に身元保証人、緊急連絡先を出せないことの不安が多く聞かれたため、
　　　　　　　　　　　 市内病院の相談員に出席していただき、病院の事情を説明してもらった。

②令和6年8月8日　「身寄り問題を考える会」　　　　40名参加
                           調布市社会福祉協議会　ちょうふ地域福祉権利擁護センターの渡辺様を講師にお招きし、調布市社協で
                           実施している　「あんしん未来支援事業」について紹介していただいた。
　　　　　　　　　　　「あんしん未来支援事業」とは、頼れる親族がいない方も、安心して地域で暮らしていけるよう、十分な判断力が
                          あるうちに調布市社協と契約し、金銭管理や手続き支援、保証人機能などの支援を行う事業。

③令和6年10月31日　「身寄り問題を考える会」　　　　33名参加
　　　　　　　　　　　昭島市にどんなサービスが有れば安心して人生の終末期を迎えられるか、参加者が自分の意見を出し合った。
　　　　　　　　　　　今後それらをまとめる作業に入っていくが、職員だけでなく、参加者の中からも一緒にまとめ作業をやってくれる人を
                          募ったところ、5名の方が手を挙げてくれた。この5名を中心にまとめ作業に入る。

これ以降コアメンバーによる検討会議を開催している。　12/9 , 1/16 , 2/5 , 2/19 , 3/11 , 3/25

【成年後見関係相談件数】
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【支援検討会議の開催】

　

【市民後見人養成講習会の開催】

件

件

件

件

件

件
滞納した家賃（退去勧告）や光熱水費、電話代などの支払いの
ため

0

公的資金や失業保険が支給されるまでのつなぎとして 1

検査、手術、療養費など医療にかかる経費の捻出が困難なた
め

1

引越ししなければならなくなったが、転居費用がないため 0

たすけあい資金貸付事業サービス区分

１ たすけあい資金貸付 通　　年

・一時的に生活費の貸し付けが必要な方に資金の貸し付けを行った。
　　○貸付3件  　○償還22件

貸付理由 件数

給料日までのつなぎとして 1

年金が支給されるまでのつなぎとして 0

歳末たすけあい運動事業サービス区分

１ 歳末たすけあい運動 令和6年12月
・自治会連合会に協力を要請し募金活動を実施した。
・明るいまちづくり推進会に協力ただき、街頭募金も実施した。

応急小口資金貸付事業拠点区分

内
訳

チャレンジ支援　中学生塾 41件 チャレンジ支援　高校等受験料 13件

チャレンジ支援　高校生塾 36件 チャレンジ支援　大学等受験料 19件

１ 受験生チャレンジ支援
　 貸付事業

通　　年

生計中心者が低所得者である世帯に、学習塾費用・受験料の支払いの支援を行った。

相談件数 868件

決定件数 109件

1 2 20

②支援検討会議以外でも常時メールや電話で専門委員と相談できる体制を作った。

地域福祉・後見支援センターあきしまには、東京都社会貢献型後見人等養成講座を修了した６名の方が市民後見人候補者として登録し
ているが、法人として後見監督を担う体制が整わなかったこともあり、市民後見人の活躍の場を提供できないまま現在に至っている。地域
の中に多様な後見事務の担い手を増やしていくことは長年の課題であったが、令和6年度、市民後見人養成講座を昭島市単独で開催し、
１5名の方が市民後見人候補者として登録することになった。

受験生チャレンジ支援貸付事業サービス区分

1 3 1 2 2 2

1 2 3 合計

検討事例数 1 2 1 2

7 8 9 10 11 12４ 成年後見制度利用促進
法に基づく中核機関として
の取組

令和4年度より、「成年後見制度利用促進に関する法律」に基づく中核機関として、関係機関が参加する地域連携ネットワークの構築と、権利擁
護支援を必要とする市民とその支援者（後見人等を含めた支援チーム）を支える仕組みを整備する中心的な機関となった。

①月1回　支援検討会議の開催
　　行政を含む地域の関係者からの権利擁護支援に関する相談について、専門の委員を招き支援方法の検討を行った。

　　専門委員　：　弁護士・司法書士・精神保健福祉士・社会福祉士・行政主管課係長　　（5名）

月 4 5 6
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行事報告、予定、個人面談の日程第3回保護者会 3/13 13 3 16

避難訓練、脱出シュート体験

合同クラブ 3/8 16 9 25 映画鑑賞

火災訓練 2/7 16 11 27

対象者なし

ランチタイム 1/27・28・30 20 8 28 ３班に分かれファミリーレストラン等へ

成人（二十歳）の祝い 1/10 0

モリタウン東館２階

交流会 12/6 22 3 11 36 松原町高齢者センター

福祉ネット販売会 11/30 2 2

モニタリング表、行事報告

産業まつり 11/9・10 9 9 市民会館

第2回保護者会 10/5 14 3 17

グリコピア・イースト　ムーミンバレーパーク

いきいき健康フェスティバル
販売会 9/16 3 3 市民会館

日帰り所外訓練 9/6 17 8 25

福作東倉庫前

カラオケ会 8/20 16 4 20 昭島駅南口カラオケボックス

福作バザー 7/29～31 23 8 31

29 ５班に分かれファミリーレストラン等へ

火災訓練 6/6 21 9 30

５班に分かれ和・洋・中料理店へ

第1回保護者会 5/24 12 4 16 行事報告、予定等

ランチタイム 5/16・17 22 9 31

雨天のため食堂で実施、新規利用
者１名。

個人面談 4/9～16 22 22 利用者・保護者へ個別支援計画の説明

職員他 合計

親睦会 4/5 20 2 9 31

２ あきしま福祉
　 作業所運営

通　　年

・障害者総合支援法に基づく就労継続支援（B型）事業所として、利用者の社会的自立に向けての支援はもとよ
り、作業所の効率的な運営と健全経営に努めた。
　　○利用者　23名

【年間行事】

行　事　名 実施日
参加人員

詳細
利用者 ボラ

避難訓練、防災クイズ

ランチタイム 7/4・5 20 1 8

障害者総合支援事業拠点区分

就労継続支援B型事業サービス区分

１ 福祉作業所
　 運営委員会

令和7年
  　　1・17（金）

(1)令和６年度事業報告について
(2)令和７年度事業計画（案）について
(3)あきしま福祉作業所長寿命化計画書について
(4)あきしま福祉作業所の概要について
(5)あきしま福祉作業所利用契約及び解除に関する要綱の改正について
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24 15 20 19 22 258

6 13

保護者の病気の場合の援助　送迎のみ 49 19 20 20 11 17 22

1 0 0 1 3 0子どもの習い事の送迎及び預かり 2 0 0 0 0

5 4 1 5 14 54

4 12

リフレッシュ 2 0 9 2 3 3 6

0 2 0 1 0 0学童からの送迎のみ 2 0 0 0 3

14 7 11 14 9 147

4 124

学校からの送迎のみ 21 25 15 11 0 7 13

8 7 8 3 7 4障害児の預かりを含む援助 21 21 13 23 5

9 8 9 14 10 96

5 20

障害児の送迎 3 9 11 6 0 10 7

0 0 0 0 0 3保育所・幼稚園までの送り及び迎え 8 0 4 0 0

2 0 0 0 0 45

42 594

保育所・幼稚園の登園前の預かり 4 6 5 8 9 5 6

38 32 42 42 46 46学校・学童の登校前の預かり 82 66 74 60 24

0 0 0 0 0 0

0 41

そ  の  他 0 0 0 0 0 0 0

15 2 9 1 0 0保護者の出産に伴う際の援助 0 1 0 3 10

46 43 34 30 42 473

16 238

保護者等の病気，その他急用の場合の援
助 40 43 36 51 37 40 31

15 18 21 30 22 13保護者等の外出の場合の援助 24 27 21 16 15

0 0 1 2 1 8

0 0

保護者等の冠婚葬祭による外出、他の子
どもの学校行事の場合の援助 0 0 0 2 0 0 2

0 0 0 0 0 0保護者等の求職活動中の援助 0 0 0 0 0

4 0 0 4 11 31

3 18

保護者等の短時間・臨時的就労の場合の
援助

0 0 0 2 2 3 5

0 1 3 3 3 3保育所等施設入所前の援助 0 0 0 1 1

7 1 2 4 3 54

29 369

保育所・学校等休み時の援助 3 1 3 6 4 18 2

39 28 25 29 28 27子どもの習い事等の場合の援助 26 44 39 35 20

2 6 0 4 2 45

0 41

子どもの病気時の援助 3 3 3 1 5 7 9

0 0 0 0 0 0学童保育からの帰宅後の預かり 12 17 12 0 0

3 10 10 5 8 56

0 18

学童保育の迎え及び帰宅後の預かり 2 3 4 3 3 3 2

0 6 3 2 1 0学童の放課後の預かり 0 0 0 6 0

31 22 28 18 22 22

10 16 19 19 14 14
保育所・幼稚園の迎え及び帰宅後の預か
り 3 11 5 9 2

7 8 8 7 8 85

3,200

内
　
　
　
　
　
　
訳

保育所・幼稚園の登園前の預かり及び送
り 5 12 10 5 1 8 6

245 270 241 228 224 263

17 8 8 6 8 222

16 138

保育所・幼稚園の帰宅後の預かり 32

301.58 390.15 4,151.57

活動件数 344 339 306 298 173 269

239.42 363.51 308.25 363.46 305.44 283.22

49 48 48 55 585

活動時間（時．分） 426.12 413.39 366.19 388.44

活
動
状
況

活動した協力会員実数 55 52 55 54

471

預った子どもの実数 47 49 60 55 39 48 40 47

33 39 38 40 40 45

49 53 605

依頼した利用会員実数 39 39 46 41 31 40

44 53 46 51 46 47

合　計 534 549 560 571 574 585

6 6 8 9 9 9

会
員
数
推
移

274 287

342 342

利用会員 190 205 216 219 222 230

346 347 351 349 348 346協力会員 341 341 340 346

両 会 員 3 3 4

599 606 611 619 626 639

10 10 10

11月 12月 1月 2月 3月 合計5月 6月 7月 8月 9月 10月

子育て援助活動支援事業拠点区分

ファミリー・サポート・センター事業サービス区分

１ 子育て支援

通　　年
・仕事と育児を両立し、安心して働くことができる環境づくりと児童の福祉のために、子育ての手助けが必要な
「利用会員」と子育てをサポートする「協力会員」を結ぶ会員制の育児支援ネットワークである。

【ファミリー・サポート・センター活動内容】

4月

239 248 254 263
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赤い羽根共同募金

１ 赤い羽根共同募金 令和6年10月
・赤い羽根共同募金地区協力会として、自治会連合会や各団体に協力を依頼し、募金活動を実施した。
・昭島市民生委員・児童委員協議会と昭島市赤十字奉仕団に協力いただき街頭募金も実施した。

収益事業拠点区分

自動販売機設置事業サービス区分

１ 自動販売機管理 通　　年 市内公共施設に設置した自動販売機の管理と売上げ金の管理

赤い羽根共同募金

５ 交流会

令和6年
　　5・10(金)

・協力会員・両会員交流会　アロマハンドトリートメント
　　○参加者　9名

令和6年
　　7・27(土）

・会員交流会　夏休み工作教室　〇参加者11名

収益事業区分

令和6年
　　10・22（火）

・救命救急講習会
　　○参加者　5名

令和6年
　　10・25（金）

・救命救急講習会
　　○参加者　4名

令和6年
　　9・10（火）

・ファミサポ協力会員・両会員ステップアップ講習
障害があっても地域で暮らす　昭島生活実習所　施設長　小島浩之氏　〇参加者　13名

・普通救命講習（小児の内容を含む）　　　　　 昭島消防署

・協力会員として活動するにあたって　　　　　 社会福祉協議会職員

３ 説明会 通　　年
・ファミリーサポート事業説明会　24回 開催
　　○参加者　　106名　　その他、個別対応　訪問対応

４ 学習会

令和6年
　　7・3（水）

・救命救急講習会
　　○参加者　8名

令和6年
　　7・5（金）

・救命救急講習会
　　○参加者　10名

２ 協力会員
　 養成講習会
　 （年2回）

令和6年度
第51回
7・1（月）　 7・2（火）
7・3（水） 　7・4（木）
7・5（金）

参加者数　14名

・協力会員に子どもを預かるにあたっての講習会を開催した。

・障害のある子どもの理解　　　　　　　　　　　　臨床心理士　　池田敬史　氏

・子どもの健康と日常のお世話　　　　　　　　　保健師　　今村恵理子　氏

・子どもの心の発達とその問題　　　　　　　　　白梅学園大学名誉教授　　佐々加代子　氏

令和6年度
第52回
　　10・17（木） 10・18（金）
　　10・21（月） 10・23（水）
　　10・24（木） 10・25（金）
　　10・28（月） 10・29（火）

参加者数　9名

・一時保育者として子どもとの関わり合い　　 白梅学園大学名誉教授　　佐々加代子　氏

・預かること、預けること、預けられること　　　白梅学園大学名誉教授　　佐々加代子　氏

・障害をもつ子どもとの関わり方　　　　　　 　　在宅福祉サービスウイズ　 高橋　知子　氏
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の

健
全

化
と

よ
り

安
全

性
の

高
い

財
政

運
営

を
は

か
る

た
め

の
積

立
金

－
－

1
1
3
,3

8
6
,0

0
0

　
　

そ
の

他
の

固
定

資
産

－
2
6
,5

8
0

リ
サ

イ
ク

ル
料

預
け

金
－

車
輛

受
贈

時
の

リ
サ

イ
ク

ル
料

と
し

て
－

－
2
6
,5

8
0

3
0
6
,4

5
8
,3

5
8

3
2
7
,0

4
1
,5

1
1

5
1
6
,8

0
4
,6

6
1

職
員

に
支

給
す

る
退

職
手

当
の

資
金

を
積

み
立

て
る

た
め

　
2
 固

定
資

産

　
(1

) 
 基

本
財

産

基
本

財
産

合
計

　
(2

) 
 そ

の
他

の
固

定
資

産

そ
の

他
の

固
定

資
産

合
計

固
定

資
産

合
計

資
産

合
計
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事
業

未
払

金
－

－
－

4
,5

2
9
,0

8
2

光
熱

水
費

、
通

信
運

搬
費

、
固

定
資

産
、

事
務

消
耗

品
費

等
－

－
－

4
,5

2
9
,0

8
2

　
　

１
年

以
内

返
済

予
定

リ
ー

ス
債

務
－

－
－

5
8
0
,6

0
8

リ
ソ

グ
ラ

フ
　

リ
ー

ス
料

－
－

－
5
8
0
,6

0
8

　
　

未
払

費
用

－
－

－
1
,8

0
6
,6

4
1

非
常

勤
職

員
給

与
3
月

分
、

退
職

慰
労

金
等

－
－

－
1
,8

0
6
,6

4
1

　
　

未
返

還
金

－
－

－
3
,1

9
2
,1

0
1

事
業

運
営

費
補

助
金

・
委

託
金

－
－

－
3
,1

9
2
,1

0
1

　
　

預
り

金
－

－
－

8
0
,7

6
6

報
酬

源
泉

徴
収

税
等

－
－

－
8
0
,7

6
6

　
　

職
員

預
り

金
－

－
－

1
,2

8
1
,4

6
1

社
会

保
険

料
・
源

泉
所

得
税

・
雇

用
保

険
料

－
－

－
1
,2

8
1
,4

6
1

　
　

前
受

金
－

－
－

4
1
,5

0
0

令
和

７
年

度
　

フ
ァ

ミ
サ

ポ
年

会
費

－
－

－
4
1
,5

0
0

　
　

賞
与

引
当

金
－

－
－

8
,9

7
5
,0

5
3

職
員

夏
期

賞
与

引
当

金
－

－
－

8
,9

7
5
,0

5
3

2
0
,4

8
7
,2

1
2

　
　

退
職

給
付

引
当

金
－

－
－

3
3
,2

4
5
,1

6
0

退
職

給
付

引
当

金
(退

職
共

済
)

－
－

－
4
,7

2
0
,0

6
0

退
職

給
付

引
当

金
(法

人
独

自
)

－
－

－
2
8
,5

2
5
,1

0
0

3
3
,2

4
5
,1

6
0

5
3
,7

3
2
,3

7
2

4
6
3
,0

7
2
,2

8
9

(記
載

上
の

留
意

事
項

)

・
土

地
、

建
物

が
複

数
あ

る
場

合
に

は
、

科
目

を
拠

点
区

分
毎

に
分

け
て

記
載

す
る

も
の

と
す

る
。

・
同

一
の

科
目

に
つ

い
て

控
除

対
象

財
産

に
該

当
し

得
る

も
の

と
、

該
当

し
得

な
い

も
の

が
含

ま
れ

る
場

合
に

は
、

分
け

て
記

載
す

る
も

の
と

す
る

。

・
科

目
を

分
け

て
記

載
し

た
場

合
は

、
小

計
欄

を
設

け
て

、
「
貸

借
対

照
表

価
額

」
欄

と
一

致
さ

せ
る

。

・
「
使

用
目

的
等

」
欄

に
は

、
社

会
福

祉
法

第
5
5
条

の
2
の

規
定

に
基

づ
く

社
会

福
祉

充
実

残
額

の
算

定
に

必
要

な
控

除
対

象
財

産
の

判
定

を
行

う
た

め
、

各
資

産
の

使
用

目
的

を
簡

潔
に

記
載

す
る

。

　
な

お
、

負
債

に
つ

い
て

は
、

「
使

用
目

的
等

」
欄

の
記

載
を

要
し

な
い

。

・
｢貸

借
対

照
表

価
額

｣欄
は

、
｢取

得
価

額
｣欄

と
｢減

価
償

却
累

計
額

｣欄
の

差
額

と
同

額
に

な
る

こ
と

に
留

意
す

る
。

・
建

物
に

つ
い

て
の

み
｢取

得
年

度
｣欄

を
記

載
す

る
。

・
減

価
償

却
資

産
（
有

形
固

定
資

産
に

限
る

）
に

つ
い

て
は

、
｢減

価
償

却
累

計
額

｣欄
を

記
載

す
る

。
な

お
、

減
価

償
却

累
計

額
に

は
、

減
損

損
失

累
計

額
を

含
む

も
の

と
す

る
。

　
ま

た
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

は
、

取
得

価
額

か
ら

貸
借

対
照

表
価

額
を

控
除

し
て

得
た

額
を

「
減

価
償

却
累

計
額

」
欄

に
記

載
す

る
。

・
車

輌
運

搬
具

の
○

○
に

は
会

社
名

と
車

種
を

記
載

す
る

こ
と

。
車

輌
番

号
は

任
意

記
載

と
す

る
。

・
預

金
に

関
す

る
口

座
番

号
は

任
意

記
載

と
す

る
。

差
引

純
資

産

流
動

負
債

合
計

　
2
 固

定
負

債

固
定

負
債

合
計

負
債

合
計

Ⅱ
 負

債
の

部

　
1
 流

動
負

債

-115-


